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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技領域を有する遊技盤と、前記遊技盤が組み付けられる本体基部と、前記本体基部の
前面側に回動自在に軸着される前面扉と、電気的に作動される演出装置とを備えた遊技機
において、
　前記前面扉は、
　前記遊技領域を視認可能とする開口部が形成され、この開口部を取り囲むように、前面
が略平らな上辺、下辺、右辺及び左辺を有する略四角形で枠状をしており、前記上辺に前
記演出装置を取り付けたベース板と、
　前記ベース板の前記上辺に装飾を施す上辺装飾部材と、
　前記ベース板の前記下辺に装飾を施す下辺装飾部材と、
　前記ベース板の前記左辺に装飾を施す左辺装飾部材と、
　前記ベース板の前記右辺に装飾を施す右辺装飾部材と、
　前記上辺装飾部材及び下辺装飾部材の両側面に形成された切欠きと、
　前記左辺装飾部材及び右辺装飾部材の側面に形成した爪とを備え、
　前記演出装置の周囲を覆うように前記上辺装飾部材を前記ベース板の上辺に取り付ける
とともに、前記下辺装飾部材を前記ベース板の下辺に取り付け、
　前記左辺装飾部材及び右辺装飾部材を前記ベース板の前面に当接させ、前記左辺装飾部
材及び右辺装飾部材の前記爪が前記上辺装飾部材及び下辺装飾部材の前記切欠きに係合す
るように前記左辺装飾部材及び右辺装飾部材をスライドさせて取り付けること、
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　を特徴とする遊技機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、パチンコ店等の遊技場に設置して使用される弾球遊技機等の遊技機に関する
ものである。
【背景技術】
【０００２】
　遊技場に設置される遊技機として、パチンコ機などの弾球遊技機が挙げられる。パチン
コ機を構成する基体となる本体基部には、遊技領域が設けられた遊技盤が配設されており
、さらに、該遊技領域を視認させる窓部を備えた前面扉（扉部材）が遊技盤の前方におい
て開閉自在に設けられている。また、遊技盤の後面を含む本体基部の内部には遊技に基づ
いて作動する音声発生装置や画像表示装置、及びこれらを制御する制御回路装置等の作動
装置が設けられている。このようなパチンコ機は、遊技場に設置されている状態で、且つ
前面扉が閉じられてロック状態となっているときには、何人も本体基部の内部に配設され
た遊技盤や制御回路装置等には触れることができないようになっている。
【０００３】
　多くのパチンコ機の前面扉は、合成樹脂材を成型した枠状のものなどであって、遊技者
にアピールするための立体的なフォルムの装飾部を前面や側面に有している。該装飾部は
、そのデザインによって遊技に対する遊技者の興味を掻き立てたり、該装飾部の内側に配
設された発光装置や音声発生装置を保護するなどしている。
【０００４】
　また、現在、パチンコ機の多くは、構成部品を細分化することによって異機種間におい
て共通化できる構成部品を増加させたり、構成部品を簡便に着脱自在なものにしたりする
ことによって、コストダウンやリサイクル性を高めることを図っている。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上記のようなパチンコ機の場合、前面扉を構成する装飾部を用途に応じ
て細分化したり、簡便に分解できるものにしたりすると、前面扉の構造的強度が損なわれ
てしまうため、前面扉のコストダウンやリサイクル性を高めることは困難であった。
【０００６】
　本発明は、上記従来技術の問題を解決するためになされたものであり、前面扉のコスト
ダウンやリサイクル性を高めることができる遊技機を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　　上記目的を達成するために、本発明の遊技機は、遊技領域を有する遊技盤と、前記遊
技盤が組み付けられる本体基部と、前記本体基部の前面側に回動自在に軸着される前面扉
と、電気的に作動される演出装置とを備えた遊技機において、前記前面扉は、前記遊技領
域を視認可能とする開口部が形成され、この開口部を取り囲むように、前面が略平らな上
辺、下辺、右辺及び左辺を有する略四角形で枠状をしており、前記上辺に前記演出装置を
取り付けたベース板と、前記ベース板の前記上辺に装飾を施す上辺装飾部材と、前記ベー
ス板の前記下辺に装飾を施す下辺装飾部材と、前記ベース板の前記左辺に装飾を施す左辺
装飾部材と、前記ベース板の前記右辺に装飾を施す右辺装飾部材と、前記上辺装飾部材及
び下辺装飾部材の両側面に形成された切欠きと、前記左辺装飾部材及び右辺装飾部材の側
面に形成した爪とを備え、前記演出装置の周囲を覆うように前記上辺装飾部材を前記ベー
ス板の上辺に取り付けるとともに、前記下辺装飾部材を前記ベース板の下辺に取り付け、
前記左辺装飾部材及び右辺装飾部材を前記ベース板の前面に当接させ、前記左辺装飾部材
及び右辺装飾部材の前記爪が前記上辺装飾部材及び下辺装飾部材の前記切欠きに係合する
ように前記左辺装飾部材及び右辺装飾部材をスライドさせて取り付けること、を特徴とす
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るものである。
【０００８】
　また、前記装飾部材は複数設けられ、これら複数の前記装飾部材が互いに組み合うこと
によって前記前面扉の装飾態様を構成することが好適である。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、前面扉の構造的強度を強度部材によって維持しながら、装飾部材を簡
便に着脱自在なものとし、前面扉のコストダウンやリサイクル性を高めることができる。
【００１０】
　また、装飾部材を全て交換することなく、前面扉のデザインを変更したり、破損した前
面扉を修繕することができ、即ち、前面扉のコストダウンやリサイクル性を高めることが
できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　図１に本発明を用いたパチンコ機の外観を示す。パチンコ機２は、基体となる本体基部
３に、遊技の際に遊技媒体である遊技球が流下する遊技領域４ａ（図２に図示）が設けら
れた遊技盤４が配設された構成となっている。遊技盤４に設けられた遊技領域４ａの前方
には、遊技者に遊技領域４ａを視認させる窓部５ａを有する前面扉５が回動可能に設けら
れ、窓部５ａは前面扉５の後側に設けられた透明板であるガラス板６によって塞がれてい
る。この前面扉５は、遊技領域４ａの前方に位置する閉じ位置（図１参照）と、前記遊技
領域４ａを露呈する開き位置（図２参照）との間で回動する。この前面扉５を閉じ位置に
回動させると、図示しないロック機構により前面扉５が閉じ位置に保持される。なお、前
面扉５が閉じ位置にロックされて保持された場合には、遊技者や遊技場の作業者は、ガラ
ス板６を介して遊技領域４ａや、遊技領域４ａ上を流下する遊技球を視認することはでき
るが、本体基部３の内部に設けられた部品または装置には接触できないようになっている
。
【００１２】
　本体基部３は、パチンコ機２の基体となる部品であるとともに、パチンコ店等の遊技場
に設置したまま据え置きとし得る部品である。この本体基部３には、図示はしないが、例
えば、遊技球の払い出しを行う払い出し装置や、遊技中の演出を行うランプやスピーカを
含む発光装置や音声装置等のパチンコ機２の遊技性に基づく動作を行う装置及び制御回路
装置が組み込まれる。また、本体基部３には、遊技球の供給や、後述する遊技領域４ａに
設けられた入賞口に入賞した場合に払い出される遊技球を受ける受け皿７が設けられ、こ
の受け皿７の下方には、遊技球の打ち出し強さを調節する回動式の操作ハンドル８が設け
られている。なお、遊技者が受け皿７に遊技球を供給すると、受け皿７の内部に設けられ
た通路７ａによって遊技球は図示を省略した発射装置へと誘導される。そして、操作ハン
ドル８を回動操作することによって発射装置が作動し、遊技領域４ａの上方に向けて遊技
球が打ち出される。なお、本体基部３は、遊技場の設置箇所に固定するための枠部材を含
む構成としても良いし、含まない構成としても良いものとする。
【００１３】
　図２に示すように、遊技盤４を含む遊技盤ユニット９を保持する保持部１０ａを備えた
保持枠（保持部材）１０は、本体基部３の組み込み空間部３ａに対して着脱自在となって
おり、遊技盤ユニット９は、保持部１０ａに対して着脱自在となっている。また、前面扉
５は着脱自在に軸支されるように保持枠１０に組み付けられており、保持枠１０とともに
本体基部３から分離することができるようになっている。
【００１４】
　遊技盤ユニット９は、遊技盤４と、遊技領域４ａに配設された構造物と、遊技領域４ａ
が設けられた遊技盤４の前面とは反対側となる背面に一体となるように取り付けられ、遊
技領域４ａに打ち出された遊技球を回収する通路を備えた支持部材１１と、支持部材１１
によって支持された制御回路装置（図示省略）などから構成されている。なお、遊技盤ユ
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ニット９を保持部１０ａに着脱自在に取り付ける方法については図示はしないが、例えば
ねじ止め、または嵌合部に基づく嵌着などによって保持部１０ａに取り付けるなど、パチ
ンコ機２の構成等を考慮して、適宜の方法にて遊技盤ユニット９を保持部１０ａに保持可
能なように取り付けるようにすれば良い。
【００１５】
　遊技盤４上にはガイドレール１２の他に、始動入賞口１３、通常入賞口１４、アタッカ
１５等の所定入賞口、及びアウト口１６が配設されている。また、遊技領域４ａには、図
示を省略した釘や風車などが設けられている。これらの構造物は公知であるので説明は省
略する。また、遊技領域４ａの略中央には遊技球を一時的に滞在させるステージを有する
センター役物１７が組み付けられ、そのほぼ中央に所定入賞に基づいて行う当否抽選の結
果を表示する図柄表示装置１８の表示部が露呈される。
【００１６】
　図３に示すように、前面扉５は、ベース板（強度部材）２０、及びベース板２０に着脱
自在に装着される装飾部材である第１装飾部材２１、第２装飾部材２２、第３装飾部材２
３、第４装飾部材２４（上辺装飾部材）、第５装飾部材２５（下辺装飾部材）、第６装飾
部材２６（右辺装飾部材）、第７装飾部材２７、第８装飾部材２８（左辺装飾部材）、第
９装飾部材２９によって構成されている。ベース板２０は、略中央に窓部５ａを形成でき
るように開口部２０ａを設けた、金属材料（アルミニウム、マグネシウム、またはカーボ
ン等）からなる略四辺形の板であり、四辺を背後側へ折り返すことによってベース板２０
の反りや撓みを防ぐ構造的強度が高められている。なお、ベース板２０には図示を省略し
た、ガラス板６を保持する部材や、前面扉５を閉じ位置にロックして保持する錠や、前面
扉５を保持枠１０に着脱自在に組み付ける部材なども適宜取り付けられている。また、パ
チンコ機２の遊技性に応じた演出を行うランプやスピーカを含む発光装置（演出装置）や
音声装置（演出装置）、及びそれらを制御する制御回路装置を、ベース板２０の後面、ま
たは第１～第９装飾部材２１～２９のいずれかの内側に配設するように組み込んでも良い
。この場合、第１～第９装飾部材２１～２９は組み込まれた装置を覆う保護機能を有する
。なお、ベース板２０は、前面扉５に適宜の構造的強度を付加できるものであれば良く、
パチンコ機２や前面扉５の構成に応じて、適宜の材質及び形状として良い。
【００１７】
　図４に示すように、第１装飾部材２１には、ベース板２０に当接する側の左右上縁部か
ら突出したＬ字形断面を持つ嵌着片３０，３１が突設され、第１装飾部材２１の左上部及
び右下部には孔３２，３３が設けられている。また、ベース板２０には、嵌着片３０，３
１をそれぞれ挿入して係合状態とする角穴３５，３６が設けられ、第１装飾部材２１が装
着されたときに孔３２，３３それぞれと同軸となる位置に孔３７，３８が設けられている
。
【００１８】
　第１装飾部材２１をベース板２０に装着する手順を図４及び図５を用いて説明する。先
ず、第１装飾部材２１の嵌着片３０，３１のそれぞれを角穴３５，３６に挿入して係合さ
せることでベース板２０の前側から嵌着状態となるようにし、第１装飾部材２１の周縁に
設けられた縁部３４の後面をベース板２０の前面に当接させる。そして、孔３２と孔３７
、孔３３と孔３８にピン３９をそれぞれベース板２０の前側から挿通して固定することに
よって第１装着部材２１を保持する。なお、ピン３９は挿通することによって孔３７，３
８に固定されるものである。また、ピン３９は特別な道具を用いずに孔３７，３８に着脱
自在なものである。なお、本発明におけるピン３９は、孔３７，３８に挿通して固定でき
るものであれば、適宜の形態のものを用いて良い。
【００１９】
　図６に示すように、第２装飾部材２２には、ベース板２０に当接する側の左右上縁部か
ら突出したＬ字形断面を持つ嵌着片４０，４１が突設され、また、第２装飾部材２２をベ
ース板２０に装着した際の互いの関係を示す側面図である図７に示すように、第２装飾部
材２２の周縁に設けられた縁部４２の右下部の後面には位置決め用突起４３が突設されて



(5) JP 4125652 B2 2008.7.30

10

20

30

40

50

いる。
【００２０】
　図６に示すように、ベース板２０には、嵌着片４０を挿入して係合状態とする角穴４５
，４６が設けられ、嵌着片４１を挿入して係合状態とする角穴４７，４８が設けられ、位
置決め用突起４３が嵌まり込むことで第２装飾部材２２が適切な位置にて装着されるよう
になる位置決め用孔４９，５０が設けられている。
【００２１】
　第２装飾部材２２をベース板２０に装着する手順を図６及び図７を用いて説明する。図
６における左右の第２装飾部材２２は、どちらも同様の手順にてベース板２０に装着され
るので、右側の第２装飾部材２２をベース板２０に装着する手順を説明する。先ず、嵌着
片４０，４１のそれぞれを角穴４６，４８に挿入して係合させることでベース板２０の前
側から嵌着状態となるようにする。そして、位置決め用突起４３が位置決め用孔５０にベ
ース板２０の前側から嵌まり込むよう、第２装飾部材２２の縁部４２の後面をベース板２
０に当接させる。このとき、図７に示すように、嵌着片４０，４１と位置決め用突起４３
が角穴４６，４８と位置決め用孔５０のそれぞれに係合することによって保持されている
が、この係合は緩やかなので第２装飾部材２２はベース板２０から容易に外れる状態とな
っている。後述するように、第４装飾部材２４がベース板２０に装着されたときに、第２
装飾部材２２は第４装飾部材２４によって保持され、ベース板２０から容易に外れないよ
うになる。
【００２２】
　図８に示すように、第３装飾部材２３には、ベース板２０に当接する側の左右上縁部か
ら突出したＬ字形断面を持つ嵌着片５５，５６が突設され、第３装飾部材２３の周縁に設
けられた縁部６０の左右上部におけるベース板２０に当接する部位には孔５７，５８が設
けられ、第３装飾部材２３の縁部６０の左下部または右下部におけるベース板２０に当接
する部位には孔５９が設けられている。また、第３装飾部材２３をベース板２０に装着し
た際の互いの関係を示す側面図である図９に示すように、第３装飾部材２３の縁部６０の
下部の後面には位置決め用突起６１が突設されている。
【００２３】
　図８に示すように、ベース板２０には、嵌着片５５を挿入して係合状態とする角穴６５
，６６が設けられ、嵌着片５６を挿入して係合状態とする角穴６７，６８が設けられてい
る。また、ベース板２０には、第３装飾部材２３が装着されたときに孔５７と同軸となる
位置に孔７０，７１、及び、孔５８と同軸となる位置に孔７２，７３、及び、孔５９と同
軸となる位置に孔７４，７５が設けられている。また、ベース板２０には、第３装飾部材
２３が装着されたときに位置決め用突起６１が嵌まり込むことで第３装飾部材２３が適切
な位置にて装着されるようになる位置決め用孔７６，７７が設けられている。
【００２４】
　第３装飾部材２３をベース板２０に装着する手順を図８及び図９及び図１０を用いて説
明する。図８における左右の第３装飾部材２３は、どちらも同様の手順にてベース板２０
に装着されるので、右側の第３装飾部材２３をベース板２０に装着する手順を説明する。
先ず、嵌着片５５，５６のそれぞれを角穴６６，６８に挿入して係合させることでベース
板２０の前側から嵌着状態となるようにする。そして、位置決め用突起６１が位置決め用
孔７７にベース板２０の前側から嵌まり込むよう、第３装飾部材２３の縁部４２の後面を
ベース板２０に当接させる。次に、孔５７と孔７１、孔５８と孔７３、孔５９と孔７５に
ピン７９をそれぞれベース板２０の前側から挿通して固定することによって第３装飾部材
２３を保持する。なお、図９における左側の第３装飾部材２３をベース板２０に装着する
ときには、孔５９と孔７４にピン７９をベース板２０の前側から挿通して固定する。なお
、ピン７９は挿通することによって孔７０～７５に固定されるものである。また、ピン７
９は特別な道具を用いずに孔７０～７５に着脱自在なものである。なお、本発明における
ピン７９は、孔７０～７５に挿通して固定できるものであれば、適宜の形態のものを用い
て良い。
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【００２５】
　図１１に示すように、第４装飾部材２４の左上部側面には突片８０が突設されており、
突片８０には孔８１が設けられている。第４装飾部材２４の右上部側面には突片８２が突
設されており、突片８２には孔８３が設けられている。第４装飾部材２４の左下部側面に
は突片８４が突設されており、突片８４には孔８５が設けられている。第４装飾部材２４
の右下部側面には突片８６が突設されており、突片８６には孔８７が設けられている。突
片８０，８２，８４，８６は、第４装飾部材２４がベース板２０に装着されたときに、そ
れぞれの後面がベース板２０に当接するように設けられている。
【００２６】
　また、第４装飾部材２４には、第４装飾部材２４がベース板２０に装着されたときに、
ベース板２０に装着された第１装飾部材２１を露呈させる第１開口部９０と、ベース板２
０の左右２ヶ所に装着された第２装飾部材２２を露呈させる第２開口部９１と、ベース板
２０の左右２ヶ所に装着された第３装飾部材２３を露呈させる第３開口部９２とが設けら
れている。また、第４装飾部材２４の下縁部は略円弧状となっており、窓部５ａの上縁部
に沿う構成となるようになっている。さらに、第４装飾部２４をベース板２０に装着した
際の、第２装飾部材２２及び第４装飾部材２４及びベース板２０の関係を図１２示す。図
１２は、図１１のＡ－Ａ面における断面図である。図１２に示すように、第４装飾部材２
４の内部であって第２開口部９１の周囲には、第４装飾部材２４がベース板２０に装着さ
れたときに、ベース板２０から第２装飾部材２２が容易に外れないように、第２装飾部材
２２を保持する突部であるリブ９３が設けられている。さらに、第４装飾部材２４の右側
面には、後述する第６装飾部材２６がベース板２０に装着される際に第６装飾部材２６の
突片１３０（図１４に図示）が挿入される切り欠き９５（切欠き）と、第６装飾部材２６
の係合片１４０（図１４に図示）と係合して第６装飾部材２６を保持する切り欠き状の係
合部９６（切欠き）と、第６装飾部材２６の係合片１４１（図１４に図示）と係合して第
６装飾部材２６を保持する切り欠き状の係合部９７（切欠き）とが設けられている。また
、第４装飾部材２４の上端部の内側は、ベース板２０の背後側へ折り返された上端面に当
接するようになっている。これにより第４装飾部材２４は、下方向への移動が制限され、
適切な位置にて装着されるようになる。なお、第４装飾部材２４の左側面は、第４装飾部
材２４の右側面と左右対称の形状となっているため、説明は省略する。
【００２７】
　図１１に示すように、ベース板２０には、第４装飾部材２４を装着すべく突片８０，８
２，８４，８６が当接されたときに孔８１，８３，８５，８７それぞれと同軸となる位置
に孔１００，１０１，１０２，１０３が設けられている。
【００２８】
　第４装飾部材２４をベース板２０に装着する手順を図１１を用いて説明する。先ず、ベ
ース板２０に装着された第１装飾部材２１及び第２装飾部材２２及び第３装飾部材２３が
第１～第３開口部９０～９２のそれぞれから露呈するように第４装飾部材２４を覆い被せ
て、第４装飾部材２４の突片８０，８２，８４，８６の後面をベース板２０の予め定めら
れた位置に当接させる。次に、孔８１と孔１００、孔８３と孔１０１、孔８５と孔１０２
、孔８７と孔１０３にピン１０５をそれぞれベース板２０の前側から挿通して固定するこ
とによって第４装飾部材２４を、第１装飾部材２１及び第２装飾部材２２及び第３装飾部
材２３を含めて、ベース板２０の上部に保持する。なお、ピン１０５は挿通することによ
って孔１００～１０３に固定されるものである。また、ピン１０５は特別な道具を用いず
に孔１００～１０３に着脱自在なものである。なお、本発明におけるピン１０５は、孔１
００～１０３に挿通して固定できるものであれば、適宜の形態のものを用いて良い。
【００２９】
　図１３に示すように、第５装飾部材２５の左上部側面には突片１１０が突設されており
、突片１１０には孔１１１が設けられている。第５装飾部材２５の右上部側面には突片１
１２が突設されており、突片１１２には孔１１３が設けられている。第５装飾部材２５の
左下部側面には突片１１４が突設されており、突片１１４には孔１１５が設けられている
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。第５装飾部材２５の右下部側面には突片１１６が突設されており、突片１１６には孔１
１７が設けられている。突片１１０，１１２，１１４，１１６は、第５装飾部材２５がベ
ース板２０に装着されたときに、それぞれの後面がベース板２０に当接するように設けら
れている。また、第５装飾部材２５の上縁部は略円弧状となっており、窓部５ａの下縁部
に沿う構成となるようになっている。また、第５装飾部材２５の右側面には、後述する第
６装飾部材２６の突片１３２（図１４に図示）が挿入される切り欠き１１８（切欠き）と
、第６装飾部材２６の係合片１４２（図１４に図示）と係合して第６装飾部材２６を保持
する切り欠き状の係合部１１９（切欠き）が設けられている。また、第５装飾部材２５の
下端部の内側は、ベース板２０の背後側へ折り返された下端面に当接するようになってい
る。これにより第５装飾部材２５は、上方向への移動が制限され、適切な位置にて装着さ
れるようになる。なお、第５装飾部材２５の左側面は、第５装飾部材２５の右側面と左右
対称の形状となっているため、説明は省略する。
【００３０】
　図１３に示すように、ベース板２０には、第５装飾部材２５を装着すべく突片１１０，
１１２，１１４，１１６が当接されたときに孔１１１，１１３，１１５，１１７それぞれ
と同軸となる位置に孔１２０，１２１，１２２，１２３が設けられている。
【００３１】
　第５装飾部材２５をベース板２０に装着する手順を図１３を用いて説明する。先ず、第
５装飾部材２５の突片１１０，１１２，１１４，１１６の後面をベース板２０の予め定め
られた位置に当接させる。次に、孔１１１と孔１２０、孔１１３と孔１２１、孔１１５と
孔１２２、孔１１７と孔１２３にピン１２５をそれぞれベース板２０の前側から挿通して
固定することによって第５装飾部材２５を保持する。なお、ピン１２５は挿通することに
よって孔１２０～１２３に固定されるものである。また、ピン１２５は特別な道具を用い
ずに孔１２０～１２３に着脱自在なものである。なお、本発明におけるピン１２５は、孔
１２０～１２３に挿通して固定できるものであれば、適宜の形態のものを用いて良い。
【００３２】
　図１４に示すように、第６装飾部材２６の左上部側面には突片１３０が突設されており
、突片１３０には孔１３１が設けられている。第６装飾部材２６の左下部側面には突片１
３２（爪）が突設されており、突片１３２には孔１３３が設けられている。第６装飾部材
２６の右中部側面には突片１３４が突設されており、突片１３４には孔１３５が設けられ
ている。第６装飾部材２６の右下部側面には突片１３６が突設されており、突片１３６に
は孔１３７が設けられている。第６装飾部材２６の右側面における突片１３４と突片１３
６との間の部位には突片１３８が突設されており、突片１３８には孔１３９が設けられて
いる。また、第６装飾部材２６の左側上端面に係合片１４０、左側下端面に係合片１４２
、第６装飾部材２６の左側面における突片１３０と突片１３２との間の部位に係合片１４
１、第６装飾部材２６の右側面における突片１３４と突片１３８との間の部位に係合片１
４３、突片１３８と突片１３６との間の部位に係合片１４４が突設されている。突片１３
０，１３２，１３４，１３６，１３８は、第６装飾部材２６がベース板２０の予め定めら
れた位置に装着されたときに、それぞれの後面がベース板２０に当接するように設けられ
ている。係合片１４０（爪），１４１（爪），１４２（爪），１４３，１４４は、第６装
飾部材２６がベース板２０の予め定められた位置に装着されたときに、それぞれ対応する
係合部９６，９７，１１９，１７８（図１９に図示），１７９（図１９に図示）に嵌着す
るように設けられている。また、第６装飾部材２６の左縁部は略円弧状となっており、窓
部５ａの右縁部に沿う構成となるようになっている。
【００３３】
　また、図１５の斜視図に示すように、第６装飾部材２６の左側面には、第４装飾部材２
４の右側面の上下に設けられた突片８２，８６それぞれが挿入される切り欠き１４５，１
４６と、第５装飾部材２５の右側面の上下に設けられた突片１１２，１１６それぞれが挿
入される切り欠き１４７，１４８が設けられている。また、図１６に示すように、第６装
飾部材２６の右側面には、後述する第７装飾部材２７の突片１６５，１６７，１６９（図
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１８に図示）それぞれが挿入される切り欠き１４９，１５０，１５１と、第７装飾部材２
７の係合片１７１（図１８に図示）と係合して第７装飾部材２７を保持する切り欠き状の
係合部１５２と、第７装飾部材２７の係合片１７２（図１８に図示）と係合して第７装飾
部材２７を保持する切り欠き状の係合部１５３が設けられている。また、第６装飾部材２
６の上端部の内側及び下端部の内側及び右側部の内側は、ベース板２０の背後側へ折り返
された上端面及び下端面及び右側面にそれぞれ当接するようになっている。これにより第
６装飾部材２６は、上下及び左方向への移動が制限され、適切な位置にて装着されるよう
になる。また、第６装飾部材２６の右側部には、外側から内側まで貫通する掛止孔１６１
が複数個設けられており、第６装飾部材２６がベース板２０に装着されたときに、ベース
板２０の掛止突起１６２に掛止されるようになっている。
【００３４】
　図１６に示すように、ベース板２０には、第６装飾部材２６を装着すべく突片１３０，
１３２が当接されたときに孔１３１，１３３それぞれと同軸となる位置に孔１５５，１５
６（図１３に図示）が設けられ、第６装飾部材２６を装着すべく突片１３４，１３６，１
３８が当接されたときに孔１３５，１３７，１３９それぞれと同軸となる位置に孔１５７
，１５８，１５９が設けられている。また、ベース板２０の右側部には外側に向けて複数
個の掛止突起１６２が、それぞれ対応する掛止孔１６１を掛止する位置に設けられている
。
【００３５】
　第６装飾部材２６をベース板２０に装着する手順を図１６及び図１７を用いて説明する
。先ず、第６装飾部材２６の突片１３０を第４装飾部材２４の切り欠き９５に挿入するよ
うにしてベース板２０に当接させることと、突片１３２を第５装飾部材２５の切り欠き１
１８に挿入するようにしてベース板２０に当接させることと、係合片１４０，１４１それ
ぞれを第４装飾部材２４の係合部９６，９７に嵌着することと、係合片１４２を第５装飾
部材２５の係合部１１９に嵌着することと、掛止孔１６１を係止突起１６２に掛止するこ
とを行いながら、第６装飾部材２６の突片１３４，１３６，１３８の後面をベース板２０
に当接させる。このとき、第４装飾部材２４の右側面の上下に設けられた突片８２，８６
それぞれは、第６装飾部材２６の切り欠き１４５，１４６に挿入され、第５装飾部材２５
の右側面の上下に設けられた突片１１２，１１６それぞれは第６装飾部材２６の切り欠き
１４７，１４８に挿入される。係合部９６，９７及び係合部１１９は、それぞれ係合片１
４０～１４２と係合することによって係合片１４０～１４２の前後方向の移動を制限し、
適切な位置にて装着されるよう第６装飾部材２６を保持する。
【００３６】
　次に、孔１３１と孔１５５、孔１３３と孔１５６にピン１６０をそれぞれベース板２０
の後側から挿通して固定し、孔１３５と孔１５７、孔１３７と孔１５８、孔１３９と孔１
５９にピン１６０をそれぞれベース板２０の前側から挿通して固定することによって第６
装飾部材２６を保持する。なお、ピン１６０は挿通することによって孔１３１，１３３及
び孔１５７～１５９に固定されるものである。また、ピン１６０は特別な道具を用いずに
孔１３１，１３３及び孔１５７～１５９に着脱自在なものである。なお、本発明における
ピン１６０は、孔１３１，１３３及び孔１５７～１５９に挿通して固定できるものであれ
ば、適宜の形態のものを用いて良い。
【００３７】
　図１８に示すように、第７装飾部材２７の左上部側面には突片１６５が突設されており
、突片１６５には孔１６６が設けられている。第７装飾部材２７の左中部側面であって突
片１６５の下方には突片１６７突設されており、突片１６７には孔１６８が設けられてい
る。第７装飾部材２７の左下部側面には突片１６９が突設されており、突片１６９には孔
１７０が設けられている。また、第７装飾部材２７の左側面には、突片１６７と突片１６
９との間の部位に係合片１７１が突設されており、第７装飾部材２７の左側下端面には係
合片１７２が突設されている。突片１６５，１６７，１６９及び係合片１７１，１７２は
、第７装飾部材２７がベース板２０に装着されたときに、それぞれの後面がベース板２０
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に当接するように設けられている。
【００３８】
　また、図１９に示すように、第７装飾部材２７の左側面には、第６装飾部材２６の右側
面に設けられた突片１３４，１３８，１３６それぞれが挿入される切り欠き１７５，１７
６，１７７と、第６装飾部材２６の右側面に設けられた係合片１４３，１４４それぞれと
係合して第６装飾部材２６を保持する切り欠き状の係合部１７８，１７９が設けられてい
る。また、第７装飾部材２７の下端部の内側及び右側部の内側は、ベース板２０の背後側
へ折り返された下端面及び右側面にそれぞれ当接するようになっている。これにより第７
装飾部材２７は、上方向及び左方向への移動が制限され、適切な位置にて装着されるよう
になる。また、第７装飾部材２７の右側部には、外側から内側まで貫通する掛止孔１６１
が複数個設けられており、第７装飾部材２７がベース板２０に装着されたときに、ベース
板２０の掛止突起１６２に掛止されるようになっている。
【００３９】
　図１６に示すように、ベース板２０には、第７装飾部材２７を装着すべく突片１６５，
１６７，１６９が当接されたときに孔１６６，１６８，１７０それぞれと同軸となる位置
に孔１８０，１８１，１８２が設けられている。
【００４０】
　第７装飾部材２７をベース板２０に装着する手順を図２０及び図２１を用いて説明する
。先ず、第７装飾部材２７の突片１６５，１６７，１６９それぞれを第６装飾部材２６の
切り欠き１４９，１５０，１５１に挿入するようにしてベース板２０に当接させることと
、係合片１７１，１７２それぞれを係合部１５２，１５３に嵌着することと、掛止孔１６
１を係止突起１６２に掛止することを行いながら、第７装飾部材２７の突片１６５，１６
７，１６９の後面をベース板２０に当接させる。このとき、第６装飾部材２６の右側面に
設けられた突片１３４，１３６，１３８それぞれは第７装飾部材２７の切り欠き１７５，
１７６，１７７に挿入され、係合片１４３，１４４それぞれは係合部１７８，１７９に嵌
着される。係合部１５２，１５３それぞれは、係合片１７１，１７２と係合することによ
って係合片１７１，１７２の前後方向の移動を制限し、適切な位置にて装着されるよう第
７装飾部材２７を保持する。また、係合部１７８，１７９それぞれは、係合片１４３，１
４４と係合することによって係合片１４３，１４４の前後方向の移動を制限し、第６装飾
部材２６を保持する。
【００４１】
　次に、孔１６６と孔１８０，孔１６８と孔１８１，孔１７０と孔１８２にピン１８５を
それぞれベース板２０の後側から挿通して固定することによって第７装飾部材２７を保持
する。なお、ピン１８５は挿通することによって孔１６６，１６８，１７０に固定される
ものである。また、ピン１８５は特別な道具を用いずに孔１６６，１６８，１７０に着脱
自在なものである。なお、本発明におけるピン１８５は、孔１６６，１６８，１７０に挿
通して固定できるものであれば、適宜の形態のものを用いて良い。
【００４２】
　第８装飾部材２８は、第６装飾部材２６と略左右対称の形状であり、ベース板２０への
装着の手順も第６装飾部材２６と同様であるため説明は省略する。
【００４３】
　第９装飾部材２９は、第７装飾部材２７と略左右対称の形状であり、ベース板２０への
装着の手順も第７装飾部材２７と同様であるため説明は省略する。
【００４４】
　なお、第１～第９装飾部材２１～２９をベース板２０から取り外す手順は、ピン１８５
の固定を解除することから始めて、上記の装着手順を逆に行うことによって、特別な工具
を用いずとも行うことができる。
【００４５】
　上記の様に構成された遊技機の作用について説明する。前面扉５を組み立てる際には、
先ず、図示を省略した、ガラス板６を保持する部材や、前面扉５を閉じ位置にロックして
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保持する錠や、前面扉５を保持枠１０に組み付ける部材などをベース板２０に取り付け、
また、前面扉５に任意に組み込む装置として、遊技中の演出を行うランプやスピーカを含
む発光装置や音声装置、及びそれらを制御する制御回路装置などをベース板２０に取り付
ける。
【００４６】
　次に、第１装飾部材２１及び第２装飾部材２２及び第３装飾部材２３を任意の順序でベ
ース板２０に装着する。そして、第４装飾部材２４をベース板２０に装着する。第４装飾
部材２４は、第１装飾部材２１及び第２装飾部材２２及び第３装飾部材２３を覆うように
装着されるので、第４装飾部材２４がベース板２０に装着された状態では第１装飾部材２
１及び第２装飾部材２２及び第３装飾部材２３をベース板２０から取り外せなくなる。第
５装飾部材２５の装着は、第１～第４装飾部材２１～２４のいずれとも関連がないので、
第１～第４装飾部材２１～２４の装着手順には影響されないので、装着順序は第６～第９
装飾部材２６～２９が装着される前であれば任意で良い。
【００４７】
　第１～第５装飾部材２１～２５をベース板２０に装着した後、第６装飾部材２６及び第
８装飾部材２８をベース板２０に装着する。これにより、第４装飾部材２４及び第５装飾
部材２５の左右側面が第６装飾部材２６及び第８装飾部材２８によって覆われるので、第
６装飾部材２６または第８装飾部材２８がベース板２０に装着された状態では第４装飾部
材２４及び第５装飾部材２５をベース板２０から取り外せなくなる。
【００４８】
　第１～第６装飾部材２１～２６及び第８装飾部材２８をベース板２０に装着した後、第
７装飾部材２７及び第９装飾部材２９をベース板２０に装着する。これにより、第６装飾
部材２６の右側面の下部が第７装飾部材２７によって覆われ、第８装飾部材２８の左側面
の下部が第９装飾部材２９によって覆われる。そして、第７装飾部材２７及び第９装飾部
材２９を保持するピンは、対応する孔にベース板２０の後側から挿通されて固定されるの
で、第６装飾部材２６及び第８装飾部材２８をベース板２０から取り外す行為を前面側か
らは行えなくなる。
【００４９】
　前面扉５を分解する際には、ピン１８５の固定を解除することから始めて、上記の組み
立て手順を逆に行う。なお、第１～第９装飾部材２１～２９を、前面扉５のベース板２０
に装着する際にも、前面扉５のベース板２０から取り外す際にも特別な工具を用いること
なく行える。
【００５０】
　上記実施形態におけるピン３９，７９，１０５，１２５，１６０，１８５における一実
施形態として、リベット機能を有するものを用いても良い。リベット機能を有するピンの
態様の例を図２２に示す。ピン１９０は軸部１９１と、軸部１９１を摺動自在に受けるグ
ロメット部１９２とから構成されている。グロメット部１９２は、外力を加えると弾性変
形する合成樹脂などを材料とした成型品である。軸部１９１の、グロメット部１９２に受
けられている側と反対側の端部にはフランジ状の把持部１９３が設けられている。把持部
１９３は、軸部１９１を摺動させる操作部であるとともに、軸部１９１のグロメット部１
９２側への摺動範囲を制限する。グロメット部１９２は円筒であって、中心軸に沿って２
分割されており、分割されたそれぞれの先端部内側には円筒の中心軸に向けて突起１９４
（図２３に図示）が突設され、他方の後端部には、グロメット部１９２が孔部に挿入され
たときに該孔部の周縁と当接して、グロメット部１９２の該孔部への挿入範囲を制限する
フランジ状の係止部１９５が設けられている。また、軸部１９１は係止部１９５側からグ
ロメット部１９２に嵌め込まれる。
【００５１】
　ピン１９０を用いて、ベースとなる強度部材２００と装飾部材２０１の２つの部材を締
結する方法を図２３を用いて説明する。図２３（ａ）及び図２３（ｂ）に示すように、締
結する強度部材２００と装飾部材２０１それぞれに設けられた孔２００ａ，２０１ａの軸
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を合わせてお互いに当接するようにし、軸部１９１がグロメット部１９２の内部に嵌め込
まれるている状態のピン１９０を、孔２００ａ，２０１ａに挿通する。このとき、図２３
（ｂ）に示すように、ピン１９０は、グロメット部１９２の係止部１９５が孔２００ａの
周縁に当接する位置で係止される。そして、図２３（ｃ）に示すように、軸部１９１に、
把持部１９３側からグロメット部１９２の先端方向へと押し込む外力を与えると、グロメ
ット部１９２の内部に挿入されている軸部１９１の端部が突起１９４を外側へと押圧する
。このとき、グロメット部１９２の２分割されている部分が変形して、グロメット部１９
２の先端部は、孔２０１ａの内径よりも大きくなるように拡開される。これにより、強度
部材２００と装飾部材２０１が締結されるとともに、ピン１９０は孔２０１ａから抜けな
いよう固定される。
【００５２】
　なお、上記実施例では、前面扉５をベース板２０と第１～第９装飾部材２１～２９によ
って構成していたが、装飾部材の形態及び個数はパチンコ機２の構成に応じて適宜の形態
及び個数とすれば良く、ベース板も装飾部材の構成に応じて適宜の形態とすれば良い。
【００５３】
　上記実施形態では、第４～第９装飾部材２４～２９に設けられた突片及び切り欠きのそ
れぞれが互いに係合して該突片の移動が制限されるようにして、該突片が設けられた装飾
部材を予め定められた位置にて保持するようにしても良い。このようにすることで、２つ
の締結する部材のそれぞれに設けた孔にピンを挿通して固定しなくとも、装飾部材を保持
することができるようになる。この場合、第７装飾部材２７及び第９装飾部材２９に相当
する、ベース板２０に最後に装着される装飾部材をピンによって保持することで、第４～
第９装飾部材２４～２９に相当する装着部材を、ベースとなる強度部材に着脱自在に装着
することができる。
【図面の簡単な説明】
【００５４】
【図１】本発明を実施したパチンコ機の外観を示す斜視図である。
【図２】遊技盤ユニットと保持枠と本体部材とを示す斜視図である。
【図３】ベース板と第１～第９装飾部材とを示す斜視図である。
【図４】第１装飾部材とベース板を示す斜視図である。
【図５】第１装飾部材とベース板を示す斜視図である。
【図６】第２装飾部材とベース板を示す斜視図である。
【図７】第２装飾部材をベース板に装着した際の互いの関係を示す側面図である。
【図８】第３装飾部材とベース板を示す斜視図である。
【図９】第３装飾部材をベース板に装着した際の互いの関係を示す側面図である。
【図１０】第３装飾部材とベース板を示す斜視図である。
【図１１】第１～第４装飾部材とベース板を示す斜視図である。
【図１２】第４装飾部材をベース板に装着した際の、第２装飾部材及び第４装飾部材及び
ベース板の関係を示す側方断面図である。
【図１３】第５装飾部材とベース板を示す斜視図である。
【図１４】第６装飾部材を示す正面図である。
【図１５】第６装飾部材の外観を示す斜視図である。
【図１６】第１～第６装飾部材とベース板を示す斜視図である。
【図１７】第１～第６装飾部材とベース板を示す斜視図である。
【図１８】第７装飾部材を示す正面図である。
【図１９】第７装飾部材をの外観示す斜視図である。
【図２０】第１～第７装飾部材とベース板を示す斜視図である。
【図２１】第１～第７装飾部材とベース板を示す斜視図である。
【図２２】リベット機能を有するピンの外観を示す斜視図である。
【図２３】リベット機能を有するピンを孔に嵌着する態様を示す説明図である。
【符号の説明】
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【００５５】
　２　パチンコ機（遊技機）
　３　本体基部
　４　遊技盤
　４ａ　遊技領域
　５　前面扉
　５ａ　窓部
　２０　ベース板
　２１　第１装飾部材
　２２　第２装飾部材
　２３　第３装飾部材
　２４　第４装飾部材
　２５　第５装飾部材
　２６　第６装飾部材
　２７　第７装飾部材
　２８　第８装飾部材
　２９　第９装飾部材

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】

【図１７】 【図１８】
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【図１９】 【図２０】

【図２１】 【図２２】
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